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はじめに

東日本大震災からはや5年が過ぎましたが、震災に起因する東京電力福島第一原子力発電所の事
故により環境中に大量に飛散した放射性物質による福島県を中心とした農林水産業の被害は未だに
大きなものがあります。東京大学大学院農学生命科学研究科では、事故直後から農地、作物および
家畜に対する放射能汚染の実態把握と、環境及び作物の中での放射性物質の挙動解明に取り組んで
参りました。そこで得られた知見は、「放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会―東
日本大震災に関する救援・復興に係る農学生命科学研究科の取組み―」にて、いち早く市民の方々
へ情報提供して参りました。研究報告会はすでに12回を数えています。本誌はその内容について
取りまとめたものです。

福島県の現状を見ますと、避難指示が解除された地域が増えてきてはいますが、人々の生活の完
全な復興までにはまだまだ長い時間がかかるものと思われます。農学生命科学研究科の専門知を幅
広く集約し、今後とも福島の復興を支える活動を継続して参りたいと考えています。本誌が、本研
究科の活動をご理解、ご支援いただく機会となりますことを願っております。

東京大学大学院農学生命科学研究科長
丹下　健
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おわりに

東京大学農学生命科学研究科では、事故直後から土壌、植物、動物、魚、森林の幅広い専門家
が自主的な組織を作って現地に入り、現在も調査研究を継続して進めてきています。そして調査
研究で得られた成果が復興に役立つことが重要と考え、成果の公表に努めてまいりました。

2011 年 11 月から開始した東京大学農学生命科学研究科の研究報告会では、一般の方々を対
象として、毎回、数人の研究者が、その時点までに得られてきた調査研究の成果について報告し
てきました。その報告会も既に 12 回開催され、特に 2014 年 11 月の第 10 回目では科学技術
と社会についての考察について人文社会科学の専門家からもご報告いただきました。毎回、数多
くの方が会場に参集して下さり、沢山の質問やコメントをいただき、その関心の高さを感じてい
るところです。そこで、これらの報告会のまとめとして講演資料集を作製してみました。この資
料集が関係のある方々のお役に立つことを願っております。

また、一般の方々に広く放射性物質による農林水産物への影響とその対策を正しく理解してい
ただくため、日本語で分かりやすく解説した書籍も出版しています。加えて、国内外の研究者な
どにも広く調査研究の成果を共有するため、米国の Springer 社から既に 2 冊の英語版の論文集
を 2013 年と 2016 年に出版し、その内容は無料でウェブからダウンロードできるようにいたし
ました。これに対する反響は極めて大きく、国内外の研究者などから、多くの問い合わせをいた
だき、また励ましの言葉もいただきました。2017 年には 3 冊目を Springer 社から出版する予
定です。

　
実際の農業現場では季節変化もあり、年間を通した調査研究が一つの単位となります。そのた

め、事故から 5 年が経過した現在、毎年を単位とした成果が複数蓄積されてきてはおりますが、
放射能汚染の農業影響の実態を解明していくためには、これから、まだまだ息の長い調査研究が
必要です。

今後とも私たちは、これらの調査研究を通して農林水産業の復興に向けた支援を続けてまいり
たいと考えています。

東京大学農学生命科学研究科特任教授
中西 友子
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